
 

専門実践教育訓練給付金制度 
 

 

 

 
 
専門実践教育訓練給付金制度とは、働く人の能力開発やキャリアアップを支
援するため、厚生労働大臣が指定する教育訓練講座を自己負担で受講した方に
対して、受講費用の一部（最大 70％） を給付する制度です。一定の条件を満
たす雇用保険の加入者が対象となります。 
専門実践教育訓練給付金の支給対象となる厚生労働大臣指定講座がある認定校
です。（※対象学科をご確認ください。）2018年 1月 1日からは、給付率も
アップされ、受講者が支払った教育訓練経費の 50%、さらに資格取得等をし
た場合は追加で 20%、合計 70%が支給されます。支給の上限額は年間で 40
万円、資格取得等した場合は 56万円、合計額は、最大で 168万円になりま
す。 
 
この制度には 2つの給付制度があります。一つ目が基本となる「教育訓練給
付金制度」です。 二つ目が 45歳未満で一定の条件を満たす方が対象となり、
雇用保険の基本手当日額に相当する額の 80%が修業年限分給付される「支援
給付制度」です。 
※上記の支給条件は一部となります。詳細はハローワークでご確認ください。 
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